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1 はじめに
本研究では，仕様書に順位グラフ文法 [1]を応用することに

より，仕様書を定式化する．仕様書の定式化は次のように行
う．まず，仕様書に対応するグラフを定める．次に，そのグラ
フに対するグラフ文法を定義する．この定式化により，仕様書
の項目の並びや大きさをある程度自由にした上で，正しい仕
様書を厳密に定められる．さらに，仕様書の正確な描画と構
文解析が可能となる．
仕様書は，Hiform[4] を使用する．仕様書 Hiform は，

JISX0126-1987 のガイドライン項目を全て含む A4 サイズの
定形様式で，ソフトウェア開発プロセスの記述に適している．

2 準備（仕様書Hiform96）
Hiform96の特徴
Hiform96は，プログラミング教育を目的に開発した表形式

の仕様書システムである．プロダクト要素の集合 (記入項目)
として ISO6592-1985 (対応規格 JISX0126－ 1987：応用シス
テム文書化要領)ガイドラインの項目を用いている.

Hiform96では，以下のような 17種類の定型用紙が定義さ
れている [4].

Hiform 96の様式
カテゴリＡ：プログラム文書 (全 6様式) このカテゴリには

主に JISX0126 付属文書「プログラム文書化要領」に関する
ものである.

カテゴリＢ：デ－タ文書 (全 3 様式) このカテゴリには
JISX0126 付属文書２「デ－タ文書化要領」に関するもので
ある. このカテゴリではデ－タに関する詳細な記述が行われる.

カテゴリＣ：作業手順文書 (全 6 様式) 第三のカテゴリは
JISX0126付属文書３「作業手順文書化要領」に関するもので
ある.

カテゴリＤ：プログラム構造図 (全 2様式) JISX0126付属
文書１の内容に対応する．プログラム構造については別に記
述するように指示されている.

3 結果
本研究では，仕様書Hiformの各様式について，それらに対

応するマークつきグラフ（例えば，図 1,2）を順位グラフ文法
を用いて定める．
仕様書 Hiform96 を定める次のような順位グラフ文法を構

築した．(1)生成規則は 31個（図 3），(2)ラベル間の順位表
は 14×42,17×51,7×21 のサイズである（図 4）．さらに各様
式の生成と構文解析法について考察した．

4 今後の課題
仕様書を描画するためには各項目に座標を表す属性を割り

当てる必要がある．将来は，描画のための属性評価式を加え
た属性順位グラフ文法を構成する．
また，仕様書支援システム [2,3]への応用を考える．
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